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やさしさに つつまれそだつ やさしいこころ
［2020年度「児童福祉週間標語」最優秀作品 北澤 佳奈さん(13歳) 和歌山県］

２月25日(木)、第３回市いじめ対策委員会を開催し、

１年間を振り返りました。今年度は、新型コロナウイル

ス感染症拡大により、各ブロックとも、予定していた事

業を中止や縮小せざるを得ない一年となりました。

このような中、各ブロックから、ＳＮＳ、ネット依存、

ゲーム障がい等に関する課題が多く出されました。下に、そのいくつか

を紹介します。また、裏面には事務局からの報告を掲載します。

オンラインゲームの中では、敵を倒すためや自分の命を守るための

アイテムが必要となり、高価なものほど威力が強力で、課金をしてア

イテムを手に入れていくようになります。また、最近のゲームは終わ

りがなく、果てしなく続くということも問題を深刻にしています。10

万円を超える課金の報告もありました。他県では小学生が200万円も

の課金をしていたという事例もありました。保護者の通帳から引き落

とされるまで、分からなかったというのが現実のようです。

深刻になってからの対応では、親子間、家庭内のトラブルにも発展

し、出口は見えてきません。スマホやゲーム機の正しい使い方の指導

や家庭でのルールづくりが、喫緊の課題となっています。

〇 ゲームやインターネットの利用に関して、ゲーム依存的な傾向の

見られる児童がおり、継続した指導と啓発が必要である。

〇 ゲームやネット、ＳＮＳの使い方、関わり方が大きな課題である。

特に情報モラルについて、学校、家庭の両面から指導する必要があ

る。また、ネット依存の始まりが低年齢化している実態があるため、

より早い段階から指導、啓発を行っていかなければならない。

〇 インターネット等に関する調査を行った。ゲーム時間が非常に長

い児童がおり、半数を超える児童がオンラインゲームを経験してい

た。その中には見知らぬ人とゲームを楽しんだことがあると回答し

た児童もいた。フィルタリングサービスの利用については、分から

ないとの回答や、家庭でルールを決めていないという回答も多くみ

られた。安全な利用を呼びかけていきたい。

〇 オンラインゲームでの課金トラブルが顕在化してきているが、本

校でも課金の事例が確認された。保護者の了承の下でのプリペイド

カードを用いた定額課金であるが、課金によるゲームの楽しさを味

わった児童が、今後トラブルを起こす可能性もある。児童や保護者

への注意喚起を継続していきたい。

〇 対象年齢でないゲームをしている実態があったり、ゲームによる

友達同士のトラブルがあったりしたため、指導と注意喚起を繰り返

し行っている。また、自分や家族の動画をアップした事例があった。

指導するとともに、保護者にも伝え、動画については削除した。

〇 「スマホ脳」（ｱﾝﾃﾞｼｭ･ﾊﾝｾﾝ著／新潮文庫）という本がある。「ス

ティーブ・ジョブズ（アップルの創業者）は我が子にipadを持たせ

ない」と書いてある。ＩＴ業界のトップたちは、スマホやタブレッ

トなどの端末が人間の脳に与える影響について、すでに熟知してい

るということだ。現在、大多数の生徒がＩＴ端末を持っ

ている。依存症になってしまうと、自分の人生を失いか

ねない危うさがある。私たち大人は、そのことを念頭に

置いて、子どもたちと関わっていく必要がある。

令和２年度 第3回八幡浜市いじめ対策委員会

ブロックいじめ対策委員会からの報告より

さるびあ通信

令和２年度の主な活動

【八幡浜市いじめ対策委員会】

第１回 ６月29日(月) 役員選出､活動方針及び計画の決定

第２回 11月26日(木) ブロック活動経過報告､情報交換

第３回 ２月25日(木) 今年度の成果と次年度への志向

【校内及びブロックいじめ対策委員会】

校 内 年３回実施（１７小・中学校）

ブロック 年３回実施（５中学校区）

【八幡浜市いじめ対策講演会】 ６月29日(月) 25名参加

演題 「ゲーム依存・ネット依存の実態と対応の在り方」

講師 一般社団法人 愛媛ネットワーク協会 幸田裕司氏

【やわたはま愛顔ひろげるみんなの会議】

８月７日(金) 小・中学生、いじめ対策委員等、79名参加

【あいさつ運動強調旬間】

９月１日(火)～10日(木) 八幡浜市内各地域で展開

【きりんカフェ（登校しづらいお子さんを持つ保護者の会）】

５回開設 ５月15日(金) ７月10日(金) ９月４日(金)

11月13日(金) ２月19日(金)

※11月は｢おおずふれあいスクール｣との情報交換

【いじめ問題等に関するアンケート調査】

９月 仲間づくり・学校生活アンケート（児童生徒対象）

【さるびあ通信】 年３回発行（７・12・３月）

八幡浜市内小・中学校全家庭、教職員、関係諸機関、市・

ブロックいじめ対策委員へ配付

【広報「やわたはま」】

＜広報９～３月号の「つなぐ・つながる」欄に掲載＞

９月号 江戸岡小 地域とつながる

10月号 八 代 中 コロナ禍で感じた『当たり前』の大切さ

11月号 愛 宕 中 「愛の三校リサイクル大作戦」実施中

12月号 日 土 小 地域に支えられる日土小学校

１月号 宮 内 小 地域と共に

２月号 千 丈 小 小中・保小連携を通して

３月号 喜須来小 「まごころ」を受け継ぐ

ひとりで悩んでいませんか？
お気軽にご相談ください。

☆ 電話相談・来室相談（八幡浜市教育委員会教育支援室）
☎ ０８９４-２１-６８６４ 月～金 8:30～17:00

☆ いじめ１１０番（八幡浜市教育委員会教育支援室）
☎ ０１２０-８０５-４１５ 月～金 8:30～17:00

☆ 警察安全相談（八幡浜警察署）
☎ ０８９４-２２-０１１０ 24時間受付

☆ いじめ相談ダイヤル２４（愛媛県教育委員会）
☎ ０１２０-０-７８３１０ 24時間受付

☆ こどもの人権１１０番（法務局）
☎ ０１２０-００７-１１０ 月～金 8:30～17:15

☆ 児童相談所全国共通ダイヤル〔虐待通告･相談〕（厚生労働省）
☎ １８９（いちはやく）児童虐待通報電話 24時間受付

☆ こども電話「ひびき」(ﾁｬｲﾙﾄ゙ ﾗｲﾝ ﾊｰﾄｺｰﾙ･えひめ)
☎ ０８９-９１７-７７９７ ５と０の付く日 16:00～21:00

☆ １８歳までのチャイルドライン(ﾁｬｲﾙﾄ゙ ﾗｲﾝ支援ｾﾝﾀｰ)
☎ ０１２０-９９-７７７７ まいにち 16:00～21:00



１ いじめ・不登校の実態等について

本年度１月末時点におけるいじめ・

不登校の実態は次のとおりです。

＜いじめの認知件数＞

小学校４件、中学校５件、計９件

※ 令和元年度のいじめ認知件数は、小学校６件、中学校６件、

計12件でした。認知件数は減少傾向にありますが、いじめは

初期段階から早期に認知し、早期対応、早期解決を図ること

が重要です。

＜不登校児童生徒数＞

小学校12名、中学校11名、計23名

※ 中学校は減少傾向ですが、小学校では増加傾向にあります。

どの学校も、不登校（含傾向）児童生徒や保護者との連絡（連

携）を切らさず、粘り強く関わっています。その成果として、

登校できるようになった児童生徒も増えています。

２ 基本的な生活習慣の確立について

新型コロナウイルスの感染拡大のため、愛媛県でも感染警戒期

となっています。児童生徒、地域を守る取組の一つとして、「新

しい生活様式」「コロナ差別・偏見の解消」について、地域挙げ

ての取組をお願いします。

また、子どもたちの健全な成長を育むためには、基本的な生活

習慣を育成することが不可欠ですが、寒い時期に加えて、感染症

への不安から、どうしても基本的な生活習慣の育成に目が向きに

くい傾向にあります。それぞれの学校（家庭）の課題や実態に応

じた取組をお願いします。

３ ゲームやネットへの依存について

これまでに開催された校内、ブロック、市のいじめ対策委員会

において、ゲームやネットへの依存傾向が強い児童生徒が増加し

ているとの報告が上がっています。

八幡浜市いじめ対策委員会では、関連する提言を２回出してい

ます。これらの提言の中から、次の行動目標を児童生徒や家庭に

周知してほしいと願っています。

＜行動目標（提言より抜粋）＞

〇 情報通信機器やゲーム機の利用は午後９時までには終わらせ

よう。

〇 情報通信機器やゲーム機を利用する場合は、時間の上限や使

用場所を決めよう。

・ ルール作りのポイントとして、守れなかったらどうするか

ということを家族で相談しておきましょう。

・ 「ノーゲーム・デー」「ノーネット・デー」を決めて実行

しましょう。

〇 フィルタリング、ペアレンタルコント

ロールを設定しよう。

〇 困った問題が起きたら、すぐに大人や

関係機関に相談しよう。

市いじめ対策委員会における事務局からの報告

「誰も自殺に追い込まれることのない社会」の実現を目指

し、平成28年に自殺対策基本法が改正され、すべての市町村

に自殺対策計画の策定が義務付けられました。

本市においても自殺対策を総合的に推進するために、昨年

２月、「八幡浜市自殺対策計画」が策定されています。本市の

自殺の現状は、平成25年から５年間の自殺率(人口10万人対)

の平均値は24.6で、全国や愛媛県より高い

状態で推移しています。計画の期間は、令

和２年度から６年までの５年間で、自殺死

亡率20.9以下を数値目標としています。

以下に、「八幡浜市自殺対策計画」に掲載

されている、本市における相談支援窓口を

以下に紹介します。

☆ 心の病気、精神保健相談

八幡浜市保健センター 成人保健係 ☎ 24-6626

市役所社会福祉課 障害福祉係 ☎ 21-0401

八幡浜保健所 精神保健係 ☎ 22-4111(内線287・288)

☆ お酒と心の悩み相談

市保健センター成人保健係 ☎ 24-6626

☆ 妊娠、出産、子育て

子育て世代包括支援センター ぽか☀ぽか

(八幡浜市保健センター 母子保健係) ☎ 21-3122

市役所子育て支援課 ☎ 21-0402

☆ 婦人相談（市役所子育て支援課） ☎ 21-0402

☆ 教育相談（子どもの心の健康等）、療育相談

八幡浜市教育支援室 ☎ 21-6864

☆ 八幡浜いじめ110番（八幡浜市教育支援室）

(月～金 8:30～17:00） ☎ 0120-805-415

☆ 高齢者総合相談

八幡浜市地域包括支援センター ☎ 24-3918

☆ 生活困窮相談

市役所社会福祉課生活保護係 ☎ 21-0403

八幡浜市社会福祉協議会 ☎ 23-2940

☆ 消費生活・多重債務相談

消費生活センター（市役所商工観光課） ☎ 24-0188

☆ 人権擁護 市役所人権啓発課 ☎ 21-6860

☆ 高齢者・障害者権利擁護センター

市社会福祉協議会 ☎ 23-2940

☆ 引きこもりの悩み

八幡浜保健所 精神保健係 ☎ 22-4111(内線287・288)

八幡浜市保健センター 成人保健係 ☎ 24-6626

☆ 自殺に関する悩み

社会福祉法人 愛媛いのちの電話 ☎ 089-958-1111

NPO法人 松山自殺防止センター ☎ 089-913-9090

愛媛県自殺SOSダイヤル ☎ 0570-0556-14

☆ 未遂者・自死遺族支援

八幡浜保健所 精神保健係 ☎ 22-4111(内線287・288)

NPO法人 松山自殺防止センター ☎ 089-941-1890

(「自死遺族の集い」毎月第１土曜日開催）

3月は、自殺対策強化月間


